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貞節な女性/おきみ(生没年末辞)

金町)のおきみは美人でしたが30歳を前に夫を亡く

し、機織りなどの内職で懸命に幼い一人息子を育て

ていました。その暮らしが貧しいのを、ある男が知り、

隣の老婆在通してお金を贈りましたが、おきみはこ

れを返しました。老婆が理由を尋ねると、「自分はま

だなく、越えてはならないものを求めることにもなり

かねない」と固辞しました。

その夏は米価の高騰に加えて疫病が流行り社会全

体が困窮しました。世間の機織り内職の者は預かつ

ている糸、本綿を勝手に売つて、米や薬を買つていま

2024年 11月号

した。しかし、おき

みはそのようなこ

とを一切せずにい

ました。隣の老婆

は「大変に貧乏な

うえに、幼子が患

っているのを見る

と心配でならない。本綿を売つて、米や薬を買い

なさい。またいつでやの方も事情を話せば動けて

くれるだろう。死んでしまつては親、夫に言い訳が

立たないではないか。」と言つてもおきみの信念

を変えることはできませんでした。

2、 3日 後、昼になつても物音がしないので、

近所の者が戸をこじ開けて入つてみると、幼子

|よ既に昨日にも亡くなつた様子で傍らに寝かせ

られ、おきみは機織り機の下で行儀よく座り、

うつ向いて眠つたように亡くなつていたとtヽい

ます。 (仁ヶ竹主幹)
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